
 

テーマ別パスファインダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会話分析／エスノメソドロジー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 
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I. イントロダクション 

 

 会話分析／エスノメソドロジーとは？ 

 エスノメソドロジー(Ethnomethodology：EM)は、社会学から生まれた考え方。「人々のやり方に関する学

問」と訳すことが出来るでしょう。「人と人とが関わるところに社会が生まれる」という相互行為

(Interaction)を中心の概念とし、会話分析(Conversational Analysis：CA)を主流の分析方法とします。特

定の人々の会話の「やりかた」を記述することによって、一見無秩序に見られがちな人々が実は従っている

秩序を記述・応用する学問です。 

 

関係分野：社会学、コミュニケーション学、言語社会学、社会言語学、語用論、社会心理学、談話分析、日本語

教育学、身体学、医療現場、介護現場、教育現場、ロボット工学 等 

 

II. はじめて学ぶ人へ 

 串田秀也、好井裕明編（2010）『エスノメソドロジーを学ぶ人のために』世界思想社 

 会話を分析するとはどういうことなのか。その魅力を存分に語ってくれる 1 冊で、初めて EM・CA の考え

に触れる方におすすめ。すでに勉強を始めた人でも、時々は立ち返りたい一冊です。 

【外国図-4階開架 361.1||306】 

 

 好井裕明、山田富秋、西阪仰編（1999）『会話分析への招待』世界思想社 

 『エスノメソドロジーを学ぶ人のために』に次いでおすすめなのが、この論文集。会話分析の基本的な考

え方を学びたい人や、会話分析の興味の方向を知りたい人へ。【外国図-4階開架 361.44||72】 

 

 ガーフィンケル他（2004）『エスノメソドロジー : 社会学的思考の解体』せりか書房 山田富

秋他編訳 

エスノメソドロジーの名前の由来を語るガーフィンケルの論文他、社会的問題をエスノメソドロジーの

観点から分析した論文集。方法論としてのエスノメソドロジーを見たい人へ。 

【外国図-4階開架 361.1||188】 

 

III. 勉強を進めたい人へ 

 

 小宮友根(2011)『実践の中のジェンダー ―法システムの社会学的記述―』新曜社 

 エスノメソドロジー・会話分析はどのように生まれたのか、何をするのか、どのようなことを可能とする

のか…。基礎的な発想方法から、エスノメソドロジーとジェンダーの関係まで、分かり易く解説された必読

の一冊。【総合図-書庫棟 研究用図書 367.1||KOM】 

 

 サックス, シェグロフ, ジェファソン（2010）『会話分析基本論集 : 順番交替と修復の組織』

世界思想社 西阪仰訳 

 会話分析の草分けとなった「発話順番（turn-taking）」と「自己修復（Self-Repair）」に関する論文の翻

訳版。内容とともに分析手法もお手本になる一度は読んでおきたい本。【外国図-4階開架 361.1||307】 



 ライター, K（1987）『エスノメソドロジーとは何か』新曜社 (高山眞知子[訳]) 

 エスノメソドロジーの歴史的なバックグラウンドを追いたい人に。【外国図-4階開架 361.1||185】 

 

 サーサス,G 他（1995）『日常性の解剖学：知と会話』マルジュ出版 

 サックス、シェグロフ、ジェファソン、サーサスの 4つの論文をあつめた会話分析の論文集。会話分析が

どのような経緯で生まれたのかなど、興味深い論文が入っています。【外国図-4階開架 361.5||351】 

 

 山崎敬一編（2006）『モバイルコミュニケーション―携帯電話の会話分析』 大修館 

 モバイルコミュニケーションでの私達の振る舞いとは、過去とどのように違うのか。過去の研究を踏まえ

ながら、新しいコミュニケーションのやり方に言及した著。【外国図-4階開架 361.5||975】 

 

 Sidnell, Jack(2010) “Conversational Analysis: An Introduction” Wiley-Blackwell 

 会話分析入門書のうちでも、トピックごとにまとめられた一冊。日本語の書籍ではあまり触れられていな

い「トピック」に関するものなど、かゆいところに手が届く。英語。【外国図 1 階書庫一般 801.03||504】 

 

IV. 研究を深めたい人へ 

 

 串田秀也（2006）『相互行為秩序と会話分析 : 「話し手」と「共-成員性」をめぐる参加の組

織化』世界思想社 

 大阪教育大学、串田秀也の著。会話分析の現在までの研究史や、基礎的な知識、これまで言及されてきた

ことが前半でまとめられている。後半では、共-成員性をめぐった分析手法等、参考になる箇所も多い。 

【外国図-4階開架 361.5||934】 

 

 西阪仰（2008）『分散する身体 ―エスノメソドロジー的相互行為分析の展開』勁草書房 

 会話分析が対象とするのは会話だけではない…身体動作を巡る相互行為の記述を行ったもの。ジェスチ

ャー研究などをしたい人に。【外国図 1階書庫一般 361.5||933】 

 

 Journal Of Pragmatics （ISSN：0378-2166） 

語用論の論文を掲載しているジャーナル。毎号特集が組まれているため、研究テーマにあった論文が見つ

かるかもしれない。海外の投稿論文や、他の言語での研究が気になる方へ。英語。【外国図-雑誌】【電】 

 

 Emanuel A. Schegloff’s Homepage 

http://www.sscnet.ucla.edu/soc/faculty/schegloff/ （URL確認：’12/10/03） 

会話分析界の巨匠、シェグロフのホームページ。彼が著した論文がダウンロードできる。翻訳されていな

い論文を読みたい方に。英語。 

 

 他にも、John Heritageや、Gene Lernerなど、会話分析／エスノメスドロジー研究者たちは論文を自らの

HP で公開していることが多いため、図書館で取り寄せるよりも簡単に手に入る場合がある。検索エンジン

（Googleなど）を使って検索してみてください。 

  



 クルター, ジェフ（1998）『心の社会的構成―ウィトゲンシュタイン派エスノメソドロジーの

視点』新曜社 （訳：西阪仰） 

 1979 年発表の訳本。人間の「心理」現象を社会学の立場から再構築する一冊。「心」とはなにか、また、

言語の意味や、人が「考える」こととは何かを、エスノメソドロジーの立場をふまえ語る。【人図 361||COU】 

 

 エスノメソドロジー・会話分析研究会  URL: http://emca.jp/ （最終確認 2012/11/12） 

日本で唯一の EM・CA専門の研究会。HPにはより詳しい文献リスト等の情報があります。 

 

 Sacks, Harvey(1992)”LECTURES ON CONVERSATION Volume:1&2”BLACKWELL 

 会話分析を生んだハーヴェイ・サックスは、1975 年（40 歳）に自動車事故でなくなります。彼の死以前

の著作の中で入手可能なものは限られていますが、これはその中でも彼のカリフォルニア大学での講義を

収集したものです。会話分析の萌芽を見ることができる、数少ないリソースの一つです。 

【総合図-書庫棟 研究用図書 804||SAC】 

 

 Sidnell, Jack & Stivers Tanya (eds.) (2013) “The handbook of conversation analysis” 

Chichester : Wiley-Blackwell 

 世界初!会話分析について体系的にまとめられた大型ハンドブック。会話分析の中の第一人者たちが執筆

した。辞書的な使い方がおススメ。英語。【外国図-4階開架 801.03||506】 

 

 

 

［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


